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日
文
研

フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
国
際
一日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
の
創
設

に
あ

た

り
、

一
九
八
七
年
に
開
設
さ
れ
だ
.事
業
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
主
な
目
的

は
海
外
め
臼
本
研
究
者
と
日
本

の
研
究
者
と

の
交
流
を
促
進
す

る
こ
と
に
あ

り

ま
す
。

研
究
と

い
う
人
間

の
営
み
は
、
フ
ォ
ー

マ
ル
な
活
動

の
み
で
成
り
立

っ
て
い

る
わ
け

で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
顔
を
出
し
た
会
や
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
議

論
や
情
報
交
換
な
ど
が
貴
重
な
契
…機
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
そ
の
よ
う
な
契
機
を
生
み
出
す

こ
と
を
願

い
、
様
々
な
研
究

者
が
自
由
な

テ
ー

マ
で
話
が
出
来
る
よ
う
に
、
文
字
ど
お
り
イ

ン
フ
ォ
ー

マ
ル

な

「
広
場
」
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
書

の
公
刊
を
機
と
し
て
、
皆
様

の
日
文
研

フ
ォ
ー

ラ
ム

へ
の
ご
理
解
が
深
ま
り
ま
す

こ
と
を
祈
念

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー

所
長

梅

原

猛
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序

に
か
え

て

我

々
は
、

こ
こ

一
世

紀
、

日
本

語

が
世
界

中

の
ど

の
言

語

と

同

系

な

の
か

、

そ

の
起

源

は

ど

こ
に
あ

る

の
か

に

つ
い
て
追

究
し

て
き

た

。
し
か

し
な

が

ら

、

世

界

の
多

く

の
言

語

が

、

日
本

語

の
同
系

語
を

求
め

る
た

め

に
比

較

さ
れ

て
き

た
が

、
何

の
定

説

を

見

ぬ
ま

ま

漂

流

さ

れ

て

い

る

の
が
今

日

の
日
本

語

の
状
況

で
あ

る
。

で
は
、

こ
の
よ
う
な

状
況

に
至

っ
た

原
因

は

一
体

ど

こ

に
あ

る

の

か

、

そ

れ

に

つ
い

て

は

、

様

々
な
原

因

が
あ

る
と
思

わ
れ

る
が

、
卑
見

で
は
、

何

よ

り
も

日
本

語

と

比

較

さ
れ

る
言

語

の

深

い
研
究

が

行
わ

れ

て
い
な

い

の
が

主
な

原
因
,で
あ

ろ

う
と

思

わ

れ

る

。

そ

れ

に

日
本

語

自

体

の
研
究

に
お

い
て
も
、
単
語

の
類

型
論

的
な

観
点

か

ら
見

る

、
単

語

族

の
研

究

が
余

り
行

っ
て

い
な

い

こ
と

も

ひ
と

つ
の
原
因

に
な

る

で
あ

ろ
う
。

と

い
う

こ
と

で
、
こ
れ

か
ら

の
研
究

は

、
古

い
時

代

の
日
本

語

及
び

、
比

較

さ

れ

る
椙

手

の

言

語

の
単

語

族

に

つ
い

て
の
徹
底

的

な
研

究
を

行

う

べ
き

で
あ

ろ
う

と
筆
者

は
信

じ

る
。

こ
の
よ

う
な
見
解

を
念

頭

に
お

い

て
、
日
本
語

の
起

源
を
辿

る
あ

ら

ゆ
る
方

向

か
ら

、
先

ず

、

日
本

語

の
数

詞
と

一
致

さ
れ

て

い
る
高
句

麗
語

と

の
関

係

、

そ

れ

に
朔

っ
て
、
昔

、
高

句

麗

語

と

関
係

が

あ
ろ

う
と
思

わ
れ

る
甲
骨

文

(
中

国

の
東

北

部

の
渤

海

湾

周

辺

に
長

ら

く
生

活

し

な

が

ら
絵

文
字

、
象
形
文

字

、
甲

骨
文

等
を

創
製

し

た

部

族

の
言

語

)

と

の
脈

絡

を

探

る

の
が
本
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論

の
主

な
課

題

で
あ

る
。

卑
見

で
は
、

こ
の

日
本

列
島

に
初

め

て
渡
来

さ
れ

た

の

は
南

洋

諸

島

の
部

族

で
あ

ろ

う
と

思

わ
れ

る
。

つ
ま
り

、
風
等

の
影
響

で
こ

の
列

島

に
漂

着

さ

れ

た

の

で
あ

ろ

う

。

い
わ

ゆ

る

"
倭

人

"

と

い
う
部
族

は

、

こ
の
部

類

で
あ

り
、
主

に
、
魚
類

を
主

食

と
す

る
部
族

で
あ

る

。

し

か
し

、
そ

の
後

、

日
本

の
弥

生
時
代

以

前

か

ら

、

こ

の
日
本

列

島

に
多

数

の
集

団

が
絶

え

間
な

く
渡
来

さ

れ

て
き

た

の
は
周

知

の
通

り
、
北
方

の
大
陸

の
部

族

で
あ

る
。

こ
の
部

族
等

は

、

紀

元
前
遥

か
以

前
か

ら
天

災

、
或

い
は
人

災

に
よ

つ
て
東
南

の
朝
鮮

半

島

に
移

住

し

、

又

、

朝

鮮
半

島

の
内
部

に
も

同

じ

こ
と

が
起

こ

っ
て
、
終

に
は

、

こ

の

日
本

列
島

に
ま

で
追

い
詰

め

ら

れ

た

の
で
あ

ろ
う

。

昔

の
移
住

の
主

な
原

因

は
、
人

災

で
、
例

え
ば

、

部

族

と

の
争

い

で
、

負

け

る

と

、

必

死

的

に
逃
亡

し
な

け
れ

ば

な
ら
な

い
。
捕

え
る
と

、
殺

さ

れ

る

か

、

奴

隷

と

し

て

一
生

を

終

え

な

け

れ
ば

な
ら
な

い
か
ら

で
あ

る
。
例

え
ば

、

"
民

"

は
、

鋭

い
針

の
よ

う

な

も

の

に
目

玉

を

刺

さ

れ
た
盲

の
奴

隷
を

表
す

象
形

文
字

で
あ

る
。
従

っ
て

、

"
民

"

の
系

列

字

で
あ

る

"
眠

"

も

目

を
閉

じ

て

い
る

こ
と

を
表

し

て
い
る
。
又

、

"
衆

"

と

い

う
字

は
、

太

陽

が

照

っ
て

い

る
農

場

で
三
人

の
奴

隷

が
働

い
て

い
る
模

様
を
表

し

て
い
る
象

形

文

字

で
あ

る
。

こ

の
よ

う

な

奴

隷

た

ち

は
、
主

に
、
政

治

を
司

っ
て
い
る
側

に
反
対

し

た
勢

力

で
、
捕

ら

え

て
死

ぬ
ま

で
労

働

力

に
利
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用

さ
れ
た

の
で
あ

る
。

こ
の
よ

う
な

極
限

状
況

で
あ

る
か
ら
争

い
に
負
け

た
集

団

は

、
必

死

的

に
逃

亡

せ
ざ

る
を

得

な

い
。
黄

河

下
流

地
帯

、
渤
海

湾
周

辺

に
は
様

々

な
部

族

が
割

拠

し

、
勢

力

争

い
が

絶

え
間

な

く
続

け
ら

れ
た

と
思

わ
れ

る

が
、
や
が

て
、

B
・
C

一
五
〇
〇

年
頃

、

こ
の
部

族

等

を

統

一
し

、

始
め

て
近
代

国

家
的

な
国

を
築

き
上
げ

た

の
は
、
周

知

の
通

り

、

.商

.
で
あ

る
。

商

王

朝

は

、

約

四
〇
〇
年

間
続

く

の
で
あ

る
が

、
従
来

の

"
絵
文

字
"

を
発
達

さ

せ

、
王
朝

の
占

い
を

始

め

、

様

々
な
行
事

の
記
録

に
利

用
し

て
、
そ

れ
を
亀

の
甲

や
獣

の
骨

に
刻

ん

で
後

世

に
残

し

た

。

こ

れ
が

、
か

の
有

名

な
甲
骨

文

で
あ

る
。

昔
も
今

も

人
間

集
団

の
間

で
は
絶

え
間

な
く
紛

争
が

あ

る

。
筆

者

の
推

定

で
は

、

商

王

朝

が

誕

生
す

る
と

き

、
相

当

な
部

族
間

の
紛
争

が

あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

と

思

わ

れ

る

。

そ
れ

で
、

争

い
に
負

け

て
逃

亡

す
る
人

間

は
、
主

に
そ

の
部
族

の
上
位

階
級

の
貴

族

た
ち

で
あ

ろ
う

。

商
王
朝

の
独

裁

は
歴

史
的

に
も
有
名

で
あ

る
が

、
特

に

、
商

王

朝

の
末

の
王

で
あ

る

王

の
横

暴

は

、
商

王
朝

の
滅

亡
を

促

す

こ
と

に
な

っ
た
。
有

名

な

"
酒

池

肉

林

"

と

い
う

話

は

、

こ

の

王

の
横

暴

に
関
す

る
話

で
あ
る

。
国

民

に
酒
を
醸

さ
せ

、

全

国

の
美

人

を
集

め

。
真

っ
裸

か

に

さ
せ

て
、
宴

会

を
開

く

。

こ
の
宴

会

で
は

、
商

王
朝

に
背

い
た
民

を
次

々
と

、
火

を
焚

い
て
真

っ

赤

に
な

っ
て

い
る
釜

の
中

に
突

っ
込

み
、
国
民

に
そ

の
恐
怖

感
を

感
じ

さ

せ
る
。
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こ
の
よ
う
な

商
王
朝

の
独

裁

の
政

治

に
耐

え
か

ね

て

、
終

に

は

、
朝

鮮

半

島

等

に
逃

げ

こ
ん

で
き

た
商

の
国

民
も
少

な

く
な

い
と

思
わ

れ
る

。
以

後

、
国

民

に
背
を

向

け
ら

れ
た
商

王

朝

は

、

商

王
朝

の

一
地

方
藩

に
過

ぎ
な

い
周

に
滅

亡
さ

れ
た

の
で
あ

る

が

、

こ

の
と

き

も
相

当

な

商

王

朝

の
王

族

、
貴
族

ら

が
、
今

の
中
国

の
東

部
、
或

い
は
朝

鮮

半

島

に
逃

げ

込

ん

で
き

た

と

思

わ

れ

る
。
今

日
、
商
売

を

し

て

い
る
人

を

"
商
人

"

と

い
う

が

、

そ

の
由

来

は

、

そ

の
昔

、

商

王

朝

の
滅
亡

に
よ

っ
て
、
逃
げ

て
き

た
商

の
国

の
人

た
ち

が

あ

ち

こ
ち

流

浪

生

活

を

し

な

が

ら

、

地
方

の
特

産
物

の
物
物

交
換

の
役

割
を

し

た

こ
と

で
、

そ

の
名

が

今

日

に
及

ん

で

い

る

の

で

あ

る

。以
後

、
中

国
大
陸

で
は

、
数
世

紀

間

、
戦
乱

が

続

く

あ

い
だ

に
も

ど

ん
ど

ん
逃

げ

込

ん

で
き

た

こ
と

は

、
中
国

関
係

の
史

書

に
も
記

録

さ
れ

て

い
る

。

以
上

の
よ
う
な
人

災

、
そ

の
他

の
天

災

ら

に
よ

っ
て
、
紀

元
前

何

千
年

前

か

ら

、

黄

河

下

流

地

帯

及
び

、
渤

海
湾
周

辺

に
長

ら
く
根

拠

し
、
生

活

し

て
き

た
部
族

が
朝

鮮
半

島

に
流

れ

込

み

、

そ

の

一
部

が
又

、
日
本

列

島

に
渡
来

さ
れ

て
、
今

日

の

日
本

文

化

の
基

礎

を

築

き

上

げ

た

と

思

わ
れ

る
。
従

っ
て
、
こ

の
人
類

の
移
動

に
沿

っ
て
、

当

然

、

そ

の
言

語

も

日
本

語

の
中

の

=
言

語
と

し

て
残
存

さ
れ

て
い
る

こ
と

は
疑

い
な

い
事
実

で
あ

ろ
う

。

以
上

の
よ
う
な
見

解
か

ら

、
筆

者

の

日
本

語

の
起

源

に
関

す

る

研

究

は

、
先

ず

、
古

代

の

日
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本

語

の
単

語
族
を

集
め

、
そ
れ

に

、
中
国

東
北

部

、

朝

鮮

半

島

に
割

拠

し

た
高

句

麗

・
百

済

・

新

羅

の
言

語
ら

、
こ
れ
ら

に
脈
絡

さ
れ

る
と

思

わ
れ

る
黄

河

下
流

地

帯

、
渤

海

湾

周

辺

の
部

族

の
言

語

(
甲
骨
文

)

ら
を
合
わ

せ

て
総
合

的

に
考

察

し

て
み

よ

う

と

い
う

の

が
筆

者

の
研

究

方

法

で
あ
る

。
そ
し

て
、

こ
の
よ
う
な

研
究

が
ど

ん

ど

ん
積

み
重

な

っ
て

い
く

と

、
終

に

は

、

日

本

語

の
起
源

が
自
然

に
浮

き
上

が

っ
て
く

る
と

思
わ

れ

る
。

従
来

の
日
本

語

の
系
統

論

に
関
す

る
研

究

は
、

こ
の
よ

う

な

研
究

が
乏

し

い

と

い
う

の
が

、

筆

者

の
見
解

で
あ

り
、
今
後

の
日
本
語

の
起

源

に
関

す

る

研

究

は

、

そ

の
方

向

を

ど
ち

ら

に
向

け

る
に
し

ろ
、
徹

底
的

な
単

語
族

の
研

究
を

行

う

べ
き

で
あ

る

と
信

じ

、
次

に

、

そ

の

一
例

を

挙

げ

て
み

る

こ
と

に
す

る
。
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日

本

語

の

"
カ

ヒ

"

(
峡

・
甲

斐

)

に

つ

い

て

三

国

史

記

、
高

句

麗

の
地

名

に

、

海

口

郡

、
本

高

句

麗

穴

ロ

郡

(
穴

ロ
郡

一
云

甲

比

古

次

)

と

言

う

記

事

が

あ

る

。

こ

こ

で

、

"
(
穴

口

郡

一
云

甲

比

古

次

)

"

と

い

う

記

事

が

、

た

い

へ
ん

示

唆

的

で

、

つ
ま
り

、

高

句

麗

語

で

、

"
穴

口

"

を

"
甲

比

古

次

"

と

読

ま

れ

た

と

言

う

こ
と

を

、

密

か

に

表

し

て

い



る

の

で
あ

る

が

、

こ
れ

を

、
も

う

少

し

、

詳

し

く

解

い

て
見

る

と

、

高

句

麗

語

で

、

"
穴

"

を

"
甲

比

"

と

言

い
、

"
口

"

を

"
古

次

"

と

言

わ

れ

た

こ

と

を

表

し

て

い

る

が

、

こ

れ

に

つ
い

て

は

、
後

述

に
譲

る

こ

と

に

す

る

。

一
方

、
又

、

三

国

史

記

、

高

句

麗

の
地

名

に
、

穴

城

、
本

甲

忽

・

と

言

う

記

事

が

あ

る

が

、

こ

の
地

名

の
所

在

は

、

同

じ

く

、

三

国

史

記

、

巻

三

十

七

、

高

句

麗

の
地

名

の
、

"
鴨

緑

水

以

北

地

名

"

と

い
う

記

事

に

よ

っ

て

、

伺

わ

れ

る

の

で

あ

る

が

、

こ

こ

は

、
高

句

麗

が

、
半

島

に

南

下

す

る
前

の
地

域

で

、

今

日

の

中

国

の

東

北

部

、

所

謂

、

満

洲

の

ど

こ

か

で
あ

ろ

う

。

こ

の
記

事

に

よ

れ

ば

、

南

下

す

る

前

の

時

期

に

は

、

"
穴

"

を

、

"
甲

"

と

読

ま

れ

た

こ
と

が

わ

か

る

。

以

上

を

、
ま

と

め

て

見

る

と

、

高

句

麗

語

で

、

"
穴

"

を

"
甲

"

乃

至

"
甲

比

"

と

言

わ

れ

た

こ

と

が

察

知

さ

れ

る

で

あ

ろ

う

。
さ

て
、

こ

の

"
穴

"

を

高

句

麗

語

で

、

何

と

呼

ば

れ

た

か

を

伺

う

に

、

こ

の

"
甲

"

の

字

の

再

構

音

を

調

べ

て
見

よ

う

。

甲

涛
p
b

(
臼
蓴

σq

,

月

薹

σq
ー

げ
o
。

弓
と

、

称

す

。

以

下

、

同

じ

)

・
ぎ

b

(
国
p
=
σq
目
①
づ
。

囚
と

、

称

す

。
以

下

、
同

じ

)
D

こ

れ

を

見

る

と

、

"
穴

"

を

、
高

句

麗

語

で

、

、犀
9
b
、
乃

至

峠
o
b
、
と

言

わ

れ

た

こ

と

が

わ

か
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る

。

.9

.
と

、
ρ
.

の
差

は

、
前

者

が

、
中

舌

母

音

、
後

者

が

、
奥

舌

母

音

と

い

う

差

異

だ

け

で

、

あ

ま

り

、

そ

の
格

差

が

な

い
よ

う

で
あ

る

。

一
方

、

"
比

"

の
再

構

音

を

調

べ

て

見

よ

う

。

比

"営
Φ
α

(
日
)

・
窟
霞

(
国
)

で
あ

る

が

、

以

上

を

ま

と

め

て

見

る

と

、

甲

は

、

津
巷

.
乃

至

、ざ

覧

、

甲

比

は

、

津
p
b
l

b
δ
傷
、

乃

至

.犀
ρ
覧

ー

豆
霞
、
の

如

く

読

ま

れ

る

よ

う

で

あ

る

。

一
方

、

日
本

語

で

は

、

"
ヤ

マ
ガ

ヒ
"

(
山

峡

)

と

か

、

"
マ

ナ

ガ

ヒ
"

(
眼

間

)

と

い

う

言

葉

が

あ

っ
て

、

こ

の

"
カ

ヒ
"

と

い

う

言

葉

の
意

味

は

、

或

る

事

物

の

"
ア

イ

ダ

"

を

表

し

て

い
る

。
例

え

ば

、

"
ヤ

マ
ガ

ヒ

"

(
山

挟

)

は

、

山

と

山

と

の

"
ア

イ

ダ

"

、

即

ち

、

谷

間

を

指

し

て
お

り

、

"
マ

ナ
ガ

ヒ
"

は

、

眼

と

眼

と

の

"
ア

イ

ダ

"

を

意

味

し

て

い

る

。

つ
ま

り

、

"
中

間

"

"半

ば

"

と

い
う

意

味

を

表

す

言

葉

で
あ

ろ

う

。
す

る

と

、

前

述

の

、

高

句

麗

語

の

、

.冨

b
、
(
ざ

b
)

乃

至

.評
p
b
l

窟
①
創

(
ぎ

b
l

窟
霞
)

.
は

、

"
穴

"

を

意

味

し

て

い

る

が

、

こ

の

"

穴

"

は

、

洞

窟

の

よ

う

な

"
穴

"

ば

か

り

で

は

な

く

、
山

と

山

と

の

"
ア

イ

ダ

"

(
間

)
、

つ
ま

り

、

"
山

挟

"

(
谷

間

)

を

表

し

て

い

る

の

で
あ

ろ

う

。

さ

て
、

又

、

こ

の

、
高

句

麗

語

の

、

.犀
暑

ー

甘
霞

、
と

い

う

言

葉

が

"
中

間

"

と

い

う

意

味

を

表

す

言

葉

で

あ

る

こ
と

を

裏

づ

け

る

、
次

の

よ

う

な

記

事

が

あ

る

。
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三

国

史

記

、
新

羅

儒

理

王

、

九

年

条

に

、

王

既

定

六

部

中

分

為

二

使

王

女

二

人

各

部

内

女

子

分

朋

造

党

自

秋

七

月

既

望

(
中

略

)

…

至

八

月

十

五

日

考

功

之

多

少

負

者

置

酒

食

以

謝

勝

者

相

与

歌

舞

百

戯

皆

作

謂

之

嘉

俳

。

と

あ

る

。

こ

の

"
嘉

俳

"

と

い

う

言

葉

は

、
陰

暦

の

八

月

十

五

日

を

指

し

て

い

る

が

、

な

ぜ

八

月

十

五

日

を

、

嘉

俳

"
と

称

し

た

か

が

、

問

題

の

焦

点

で
あ

る

。

中

期

韓

国

語

で

、
陰

暦

の
八

月

十

五

日

を

峠
p
聴

一、
(
嘉

俳

)

と

呼

ば

れ

た

こ

と

と

、

高

句

麗

語

で
、

"
穴

"

(
谷

間

)
を

、犀
越

-

窟
霞

、
と

呼

ば

れ

た

の

を

比

較

し

て
見

る

と

、
何

ら

か

の

関

連

が

あ

る

よ

う

で
あ

る

。

結

局

、

"
嘉

俳

"

と

い

う

言

葉

は

、

八

月

十

五

日

を

指

す

言

葉

で

は

な

く

、

"
十

五

日

"

を

指

し

て

い

る

よ

う

で
あ

る

。

そ

れ

は

、

十

五

日

が

、

ち

ょ

う

ど

、

月

の

"
中

間

"

で

あ

る

こ

と

で
、

"
嘉

俳

"

と

表

し

た

の

で
あ

る

。

一
方

、
中

期

韓

国

語

で
、

中

間

を

、

、冨

b
I
邸
昌
ー

け虹
、
と

い

う

が

、

こ
れ

を

分

祈

し

て
見

る

と

、

.評
碧

、
は

、

"
中

間

"

を

表

し

て

お

り

、

、。3
耽

は

、
接

尾

詞

、

.冨
幾

は

、

場

所

を

表

す

名

詞

で

あ

る

。

即

ち

、

"
中

間

の

場

所

"

と

い

う

意

味

を

表

し

て

い

る

。

慶

尚

道

方

言

で

は

、

こ

の

"
中

間

"

を

、冨

b
1

目

i

蚤

、
と

い

う

。

又

、
韓

国

の
済

州

島

方

言

に

、

"
筋

・
境

界

・
分

別

(
両

方
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に

分

け

る

)

"

を

表

す

語

、

.冨

b
、
と

い

う
名

詞

が

あ

り

、

の

中

期

韓

国

語

に

、

.ざ

b
l

鼠

、
と

い
う

動

詞

が

あ

っ
て
、

こ

の
動

詞

は

、
穴

の

よ

う

な

地

形

に

、

"
水

が

溜

ま

る

"

と

い

う

意

味

を

表

し

て

い

る

。

今

日

で

は

、

.評

o
一占

9
、
に
変

化

さ

れ

て

い

る

。

以

上

を

ま

と

め

て
見

る

と

、

こ

の

、

.犀
p
覧

乃
至

.冩

覧

と

い

う

言

葉

は

、
十

五

日

、

つ
ま

り

、

月

の

"
中

間

"

、

"
筋

・
境

界

・
分

別

"

と

い

う

名

詞

と

、

穴

の

よ

う

な

地

形

に

、

"
水

が

溜

ま

る

"

と

い

う

動

詞

と

し

て
、

使

わ

れ

て

い

る

の
が

察

知

さ

れ

る

。

こ

れ

ら

の

中

で

、

そ

の

基

本

義

は

、
勿

論

、

"
中

間

"

で
あ

り

、

こ

の
中

間

と

い

う

の

が

、

両

物

体

の

"
境

界

線

・
筋

"

と

し

て

、
派

生

さ

れ

、

又

、

"
中

間

"

と

か

、

"
境

界

"

は

、

両

物

体

の

分

け

目

の

位

置

に

あ

る

こ

と

で

、

"
分

別

"

と

い

う

意

味

に
派

生

さ

れ

た

の

で

あ

ろ

う

。

又

、

"
水

が

溜

ま

る

"

と

い
う

動

詞

は

、

高

句

麗

語

で

、
穴

を

表

す

名

詞

、

渉
9
b

(
冨

b
)

.
が

動

詞

化

さ

れ

て

、

そ

の

"

穴

"

に

、
水

が

"
溜

ま

る

"

と

い

う

、

新

し

い
派

生

語

を

生

み

出

し

た

よ

う

に

見

え

る

。

以

上

を

総

合

的

に
ま

と

め

て

見

る

と

、

日
本

語

で

は

、

"
中

間

"

を

意

味

す

る

名

詞

、

"
カ

ヒ
"

(
間

・
峡

)

が

あ

り

、
高

句

麗

語

に

は

、

"
穴

・
谷

間

"

を

表

す

語

が

あ

り

、

中

期

韓

国

語

、
そ

の

他

の

韓

国

語

の
諸

方

言

で
は

、

"
穴

・
谷

間

・
中

間

・
筋

・
境

界

・
分

別

"

と

い

う

意

味

を

表

す

名

詞

が

あ

り

、
穴

に

、
水

が

"
溜

ま

る

"

と

い

う

意

味

を

表

す

動

詞

が

使

わ

れ

て

い

る

の
が

伺

わ

れ

る

。
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次

は

、

以

上

の

よ

う

な

、

韓

国

語

及

び

、

日

本

語

の

単

語

群

と

、

何

ら

か

、

脈

絡

が

あ

ろ

う

と

思

わ

れ

る

甲

骨

文

字

の
単

語

群

を

挙

げ

て

み

よ

う

。

"
間

に

挟

む

"

と

か

、

"
は

さ

ま

る

(
中

間

)
"

と

い

う

意

味

を

表

す

単

語

群

と

し

て

、

夾

"
冨

b

(
日
)

.
評
碧

(
囚
)

・
犀
p
b

(
〉
)

侠

.
挟

H#
ω
b

(
弓
)

・
σq
ぢ
b

(
囚
)

・

m
鞍

(
〉
)

峡

・
狭

…
武

b
(
レ
)

等

が

あ

る

。

先

ず

、

"
夾

"

は

、

ひ

と

り

の
大

人

が

、

ふ

た

り

の
子

供

に

は

さ

ま

れ

て

い

る

こ

と

を

表

す

会

意

文

字

で
あ

る

。

従

っ
て

、

こ

の
文

字

は

、

"
あ

い

だ

に

挟

む

"

と

か

、

"
中

間

に

は

さ

ま

る

"

と

い

う

基

本

義

を

表

し

て

い

る

。

例

え

ば

、

"
峡

"

は

、

山

間

に

挟

ま

れ

て

い

る

"
谷

"

を

表

し

、

"
侠

"

は

、

家

釆

に

は

さ

ま

れ

て

い

る

親

分

を

意

味

し

、

"
挟

"

は

、

胴

体

と

腕

に

挟

ま

れ

て

い

る
空

間

を

意

味

し

て

い

る

。

又

、

"
狭

"

は

、

物

に

挟

ま

れ

て

い

る

狭

い

"
空

間

"

を

表

し

、

"
鋏

グ

は

、

V

型

の
模

様

の

、
両

方

の
刃

物

に
挟

ま

れ

て

い

る

空

間

が

あ

る

器

物

を

表

し

て

い

る

。

又

、

"
莢

"

は

、

二

枚

の
外

皮

で

、
実

を

挟

ん

で

い

る

豆

を

表

し

て

い

る

が

、

左

右

に
あ

る

二
枚

の
外

皮

は

、

V

字

形

を

成

し

て

い

て

、

両

物

体

に

挟

ま

れ

て

い

る

空

間

と

い

う

こ

と

を

表

し

て

い

る

。
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一
方

、

日
本

語

の

"
ほ

お

"

に
当

た

る

字

、

"
頬

"

は

、

"
夾

"

+
頁

の

会

意

文

字

で

あ

る

が

、

こ

の
文

字

の
成

り

立

ち

か

ら

見

る

場

合

、

こ

の

"
頬

"

と

い

う

文

字

は

、

"
ほ

お

"

を

表

し

て

い

る

と

い
う

よ

り

も

、

"
顔

"

を

表

し

て

い

る

の

で

は

な

い
か

と

思

わ

れ

る

。

と

い

う

の

は

、

こ

の

"
頬

"

は

、

具

体

的

に

は

、

鼻

の

下

に

あ

る

、

溝

の

よ

う

に

窪

ん

で

い

る

正

中

線

を

指

し

て

い

る

の

で

あ

る

が

、

"
顔

"

と

い

う

形

態

を

よ

く

見

る

と

、

"
顔

"

は

、

こ

の
正

中

線

を

中

に

し

て

、

そ

の
両

側

に

、

顔

の
中

に

存

在

さ

れ

て

い

る

あ

ら

ゆ

る

物

体

が

、

左

右

対

称

的

に

並

ん

で

い

る

の

が

見

ら

れ

る

。

そ

れ

で

、

こ

の

正

中

線

の

溝

線

は

、

両

側

に

膨

ら

ん

で

い

る

頬

に
挟

ま

れ

て

い

る

の
が

見

ら

れ

る

。

そ

れ

に

、

又

、

日
本

語

の

、犀
駄
6
.
(
か

ほ

)

と

い

う

名

称

を

見

よ

う

。

こ

の

、汀
亀

-○
.
を

溯

る

場

合

、

そ

の
原

形

は

、
例

え

ば

、

日

本

語

の

.h
、
を

溯

る

場

合

、

ぜ
.
で

あ

ろ

う

と

い

う

の
定

説

に
な

っ
て

い

る

こ

と

で

、

、訂

b
-o
.
と

仮

定

す

る

こ

と

が

で
き

る

で

あ

ろ

う

。

も

し

、

こ

の

.犀
p
マ

o
、
が

容

認

さ

れ

る

な

ら

ば

、

前

述

の

、
高

句

麗

語

の

、

"
穴

"

を

表

す

語

、

、訂

b

(
甲

)
、
、

又

、

甲

骨

文

字

の
、
挟

ま

る

こ

と

を

表

す

語

、

.蔚

b
、
(
夾

)

と

は

、

音

義

両

面

に

お

い

て
酷

似

し

て

い
る

よ

う

に

見

え

る

。

こ

の

よ

う

に
考

え

て

見

る

と

、

日

本

語

の

、評
織
6
、
(
か

ほ

)

と

い
う

名

称

も

、

こ

の

単

語

群

の

一

群

で

は

な

い

か

と

思

わ

れ

る

が

、

も

う

少

し

考

察

を

要

す

る

で

あ

ろ

う

。
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以

上

、

日
本

語

の
.貯
既
-一.
(
峡

・
中

間

)

と

、
高

句

麗

語

の

津
餌
b
、
(
穴

)

・
ぽ
p
b
-官
霞

(
穴

)
、

韓

国

語

の

"
十

五

日
"

を

表

す

語

、

.評
碧

血

.

(
嘉

俳

)
、

又

、

中

期

韓

語

の

中

間

を

表

す

語

、

.冨

亮

苧
冨
鴨

の

岸
碧

-、
、
窪

ん

で

い

る

と

こ

ろ

に

、

水

が

溜

ま

る

こ

と

を

表

す

動

詞

、

.ざ

b
占
p
、

等

、

そ

の

脈

絡

が

明

確

に
見

え

る

よ

う

で
あ

る

。

一)
周

法
高

(
一九
七
六
)
、
漢
字

古
今

音
彙

、
中
文

大
学

出
版
社

、
香
港

、
該
当

再
構

音
参

照

。

二
)
玄
容
駿

(
究
八
○
)
、
済
州

道
巫

俗
事

典

、
三
三
、
四
八
六
頁

等

、

玄

平
孝

(
一九
杢

)
、
済

州

島

方

言

研

究

、
精
研
社

、

一西
頁
等

、
参
照

。

そ

の
外

、
李
南
徳

(
一九
八
五
)
韓

国

語
語
源

研
究

1
。
梨

花
大

出
版

部
、
一三
〇
～
二
三
頁

に
も

触
れ

て
い

る
。
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日
本

語

の

、蒼

∋
①
、

(
熊

)

の
名

称

に

つ

い

て

日

本

語

の
、

こ

の

"
ク

マ
"

と

い

う
名

称

は

、
早

く

か

ら

、

韓

国

語

の

.醤
○
日
.
(
熊

)

と

比

較

さ

れ

て

い

る
単

語

で

あ

る

が

、

一
方

、
動

物

の
名

称

と

し

て

も

、

割

合

、

古

い

時

代

の
文

献

に

記

録

さ

れ

て

い

る

名

称

で
あ

る

。

例

え

ば

、

「
三

国

遺

事

」

古

朝

鮮

の
記

録

に
あ

る

、

"檀

君

神

話

"

の
熊

女

の

話

と

か

、

あ

る



い

は

、

「
三

国

史

記

」
地

理

志

に
出

て

い
る

、
今

日

の

公

州

の

古

地

名

で

あ

る

、

熊

州

ら

が

、

そ

れ

で
あ

る

。

日

本

語

の
、

こ

の
.ざ

日
鋤
、
と

い

う
名

称

は

、

一
体

、

ど

こ
か

ら

来

た

の

か

と

言

う

こ

と

を

、

こ
れ

か

ら

、
序

序

に

、

考

え

て
見

よ

う

。

前

述

の

、
檀

君

神

話

の

熊

女

の
話

は

、

こ

の
名

称

の

起

源

を

考

え

る

に

、

か

な

り

、

参

考

に

な

ろ

う

と

思

わ

れ

、

そ

の
話

を

、

ち

ょ

っ
と

、
登

場

さ

せ

て

見

よ

う

。

そ

の
話

は

、

天

孫

で
あ

る

桓

因

の
息

子

の

"
桓

雄

"

が

、
太

白

山

の
檀

木

下

に

降

臨

し

た

時

、

熊

と

虎

が

、

そ

の
前

に
現

れ

、

人

間

の
女

に
化

身

さ

れ

る

よ

う

訴

え

た

。

桓

雄

は

、

こ

の
訴

え

を

受

入

れ

な

が

ら

、

そ

の
条

件

と

し

て

、

"
洞

窟

の
中

で

、

百

日
間

、

日
光

を

見

な

い

で
過

ご

せ

よ

"

と

言

い

、

こ
れ

を

、

是

非

、

守

る

こ
と

を

強

調

し

た

。

し

か

し

、

結

果

的

に

、

虎

は

、

こ
れ

を

破

り

、

熊

は

守

っ

て

、

女

人

に

な

り

、

桓

雄

と

結

婚

し

た

。

こ

の

二
人

の
中

か

ら

生

ま

れ

た

の
が

、
古

朝

鮮

の
始

祖

、
檀

君

で

あ

る

。

こ

の
神

話

に

登

場

す

る

、

二

人

の
対

象

は

何

か

を

象

徴

し

て

い

る

よ

う

で
あ

る

。

駲
桓

雄

は

、

天

孫

、

つ
ま

り

、
太

陽

の

子

孫

で
あ

る

か

ら

、

"
光

"

で

あ

る

。

従

っ
て

、

そ

れ

の

配

匹

に

な

る

た

め

に

は

"
陰

(
暗

黒

)

"

で
な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。
」

と

い

う

こ
と

を

、

秘

か

に

暗

示

し

て
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い
る

の

で

あ

る

。
言

い
換

え

れ

ば

、

"
光

明

"

と

"
暗

黒

"

の

相

対

性

と

言

え

よ

う

。

一
方

、

『
三

国

史

記

』

巻

三

十

六

に

、

熊

州

、

本

百

済

旧
都

、

神

文

王

改

為

熊

州

。

と

あ

り

、

又

、

近

世

朝

鮮

朝

の

初

期

に

編

纂

さ

れ

た

『
龍

飛

御

天

歌

』

に

は

、

こ

の

熊

州

(
熊

津

)

を

、評
○
目
甲
龕

冨

.
と

記

録

さ

れ

て

お

り

、
『
日
本

書

紀

』

に

は

、

"
久

麻

奴

利

"

(
さ

営
甲

歪

鼠
)
と

書

い

て
あ

る

の

が

見

ら

れ

る

。

こ

の

記

録

を

見

て
も

わ

か

る

よ

う

に

、

"
熊

"

を

、

近

世

朝

鮮

朝

の
記

録

で

は

、

、犀
0
8
9
.
、

日

本

で

は

、

.ざ

琶
9
.
と

称

し

て

い

る

。

こ

の
川

は

、
今

日

の

忠

清

南

道

の
公

州

の

公

山

城

の
後

方

(
北

側

)

に

流

れ

て

い

る

川

で

、

公

山

城

は

百

済

の
政

治

の
地

所

で
あ

る

。
結

局

、

こ

の
川

を

.評
○
日
甲
器

聴

、
と

言

う

の

は

、

こ

の

治

所

の

"
後

方

(
北

方

陰

側

)

"

"

(
屏
o
日
p
)
"

の

"
川

(
器

鵠

)

"

と

い

う

意

味

を

表

し

て

い

る

こ
と

が

わ

か

る

。

一
方

、

韓

国

語

に

、

"
暗

黒

"

の

意

味

を

表

す

語

、

、犀
p
日

・
犀
①
日

・
犀
○
日

・
ざ

8

・
匡
日
=
、
が

あ

り

、
又

、
晦

日
を

、匹
筥
ぎ

、
と

言

う

が

、

こ

れ

は

、

"
暗

黒

の

日

"

(
月

光

の
な

い

日

)

で

あ

る

こ

と

を

物

語

っ

て

い

る

。

又

、
咸

鏡

道

と

平

安

道

の

半

ば

を

貫

通

し

て

い

る

、

赴

戦

嶺

山

脈

の
北

側

に

あ

る

高

原

を
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〃

蓋

馬

"

(
訂

ぴ
自

妻
p
σq
)
の

と

言

う

が

、

こ
れ

は

、

、冨

日
暁

即

ち

、

〃
陰

地

"

を

表

し

て

い

る

よ

う

で

あ

る

。

鳥

類

に
も

、

黒

色

を

表

す

、

こ

の

よ

う

な

名

称

が

反

映

さ

れ

て

い

る

よ

う

で

あ

る

。

例

え

ば

、

烏

を

、冨

日
卑
-

犀
註

、
と

言

う

が

、

.評
乱

、
は

、

よ

く

、
動

物

の
名

称

の

語

尾

に

つ
く

、

名

詞

の

語

尾

で
あ

り

、

、評
9
目
9
.
は

、
黒

色

を

表

し

て

い

る

。

そ

の
他

、

岸
9
日
p
l

o
ユ
、
(
黒

鴨

)

の
、評
9
日
飢

な

ど

。

日
本

語

で

は

、

黒

色

を

表

す

語

に

、

.ざ

ヨ
i

、
系

と

、

.ざ

同
ー

、
系

が

あ

る

よ

う

で

、
例

え

ば

、

.ざ

日
1

、
系

は

、

.ざ

簟
I

o

(
雲

)

・
ざ

日
1

=

(
雲

一
鯛

部

・
隠

)

等

、

、評
霞

1

.
系

は

、

、評
霞
ー

o

(
黒

)

・
ざ

門
1

9

(
暗

)

・
ざ

同
ー

⑦

(
暮

)
等

が

そ

れ

で

あ

る

。

囚
ξ

ー

.
系

は

、

後

考

に
譲

る

こ
と

に

し

て

、

結

局

、

日
本

語

の

.ざ

ヨ
ー

餌

(
熊

)

と

言

う

名

称

は

、
正

に

、

こ

の

"
黒

色

"

を

表

す

、

、ざ

ー

、

系

の

ク

ル

!
プ

の

一
族

と

し

て

、
名

づ

け

ら

れ

た

名

称

で

は

な

か

ろ

う

か

と

、

思

わ

れ

る

の

で

あ

る

一
方

、
韓

国

語

の

、障
o
ヨ
.
(
熊

)

と

は

、

当

然

、

同

源

で
あ

ろ

う

こ
と

は

、
以

上

の
考

察

で
、

十

分

察

知

さ

れ

る

で

あ

ろ

う

。

最

後

に

、

こ

の

"
熊

"

と

い

う

上

古

漢

語

の
上

古

音

に

つ
い

て

調

べ

て
見

よ

う

。
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】W
。

冨

ユ
σq
奉
コ
の
上

古

音

の
再

構

音

を

見

る

と

、

σQ
ご
目

の

と

、
再

構

さ

れ

て
あ

る

。

こ

れ

は
、

実

に

、
注

目

に
値

す

る

。

日
本

語

の

、ざ

日
9
、
と

酷

似

さ

れ

て

い

る

こ
と

が

わ

か

る

。

こ

の

上

古

音

が

、
中

古

音

に
至

っ
て

は

、

、嘗

⇒
σq
、
に

変

化

さ

れ

る

が

、

こ

の

韻

尾

の
変

化

は

、

上

古

漢

語

の

侵

部

が

、
魏

晋

南

北

朝

時

代

に

至

っ
て

、
侵

部

と

冬

(
東

)
部

に
分

離

さ

れ

、
韻

尾

が

、

、-諺
.

で

あ

る

、

"
熊

・
風

"

等

の
字

音

は

、

東

部

に

所

属

さ

れ

て

、

「

づ
σq
、
に

変

わ

っ
た

こ

と

が

、

中

国

語

音

韻

論

の

諸

研

究

で

確

認

さ

れ

て

い

る

。
の

こ

こ

で

、

こ

の

、σq
言
8
、
(
熊

)

と

い

う

言

葉

は

、

ど

こ

の

言

語

で

あ

る

か

が

問

題

に

な

る

。

上

古

漢

語

で
あ

ろ

う

か

、
或

い

は

、
中

国

の

歴

史

書

で

言

わ

れ

て

い

る

、

所

謂

、

"
東

夷

"

の

言

語

で

あ

ろ

か

、

或

い

は

、

そ

の
他

の
第

三

者

の

言

語

で

あ

ろ

う

か

。

今

の

と

こ

ろ

、

こ

の
問

題

の
明

解

は

、
多

少

、
無

理

で

は

な

い
か

と

思

わ

れ

る

が

、

し

か

し

、

こ

の

"
熊

"

字

が

、

象

形

文

字

で
あ

る

か

ら

、

少

な

く

と

も

、

周

秦

以

前

の

、

夏

商

(
殷

)

時

代

の

言

語

で

あ

ろ

う

こ

と

は

、
推

し

て
考

え

ら

れ

る

と

思

わ

れ

る

。

日

本

語

の

、畧

目
p
.
(
熊

)
、

韓

国

語

の

.貯
○
薨

、
(
熊

)

と

い

う

言

葉

は

、

実

に

、

古

い

言

語

と

言

え

よ

う

。
筆

者

は

、

日
本

語

の

、

こ

の

、ざ

ヨ
9
"
(
熊

)

の

よ

う

な

、

こ

の
よ

う

な
古

い
言

語

が

、

数

多

く

潜

め

ら

れ

て

い

る

と

信

じ

、
考

察

を

進

め

て

い

る

。
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日
本

語

の

、ざ

日
p
、
は

、
韓

国

語

の

津
○
壽

.
(
熊

)

よ

り

も

、
も

っ
と

古

い

言

葉

で
あ

る

こ

と

が

、

こ

の

考

察

で
も

伺

わ

れ

る

が

、

こ

の

よ

う

に

、
単

語

に

よ

っ

て

は

、

日

本

語

の

方

が

、

古

い

の

が

あ

る

と

言

う

こ
と

は

、

方

言

周

圏

説

の

如

く

、

島

と

言

う

環

境

の
影

響

で
あ

ろ

う

。

三
)
.
四
)
周

法
高

、
編

(
一九
芸
)
、
漢

字
古

今
音

彙

、
中
文

大
出

版
社

、
香
港

。
董
同
禾

・
切
。
犀
輿

酊
話
口
等

の
該

当

の
再
構

音
参

照

。

五
)
丁
邦
新

(
一九
芸
=
西
七
)
魏
普
音

韻
研

究

、
中

央

研

、
歴

言
研

、
台
北

。
そ

の
他

、
厳
学

君

(
一九

八
四
)
、
周
泰

古
音

結
構

体
系

(
稿
)
、
音

韻
学

研

究

、
中

国
音

韻
学

研
究
会

、
北
京

。

に
、

侵

部

唇
音
或

圓

唇
舌
根

音
声

母
可
使

*
①
変

β
同
時

又

由

異

化

作

用
使

韻

尾

*
ー
切
σq
と

述

べ

て

い

る

。
等

、
参

照

。

日
本

語

の

、π
⊆
「
⊆
-、
(
回

転

・
囲

い

)

に

つ

い

て

日
本

語

に

お

い

て

、

、屏
自

=
1

目
9
.
(
車

)

と

か

、

、κ
霞

信
ー

≦
餌
、
(
廓

)

と

言

う

、

.評
β
毎

1

.
が

表

す

基

本

的

意

味

は

、

"
回

転

・
囲

い

"

で

あ

ろ

う

。

日
本

語

で

、

例

え

ば

、

"
ク

ル

ク

ル
"

と

か

、

"
グ

ル
グ

ル
"

と

言

う

、

回

る

こ

と

を

表

す

擬

声

語

も

、

こ

の
単

語

族

で
あ

ろ

う

と

思

わ

れ

る

が

、

本

考

は

、

こ

の

"
回

転

・
囲

い

"

を

表
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す

、ざ

歪

1

.
と

言

う

単

語

群

が

、

ど

の
よ

う

な

言

語

と

関

わ

り

が

あ

る

の

か

と

言

う

こ

と

を

追

究

し

て
見

た

い

と

思

う

。

先

ず

、
韓

国

語

で

は

、

回

転

す

る

こ

と

を

表

す

語

、

.ざ

昏

-

鼠

、
と

言

う

動

詞

が

あ

っ
て

、

上

述

の

日

本

語

の
回

転

を

表

す

語

、

、
ざ

毎

1

.
或

い

は

、

"
ク

ル

ク

ル

(
グ

ル

グ

ル

)
"

と

は

、

恐

ら

く

、
同

源

で

あ

ろ

う

と

思

わ

れ

る

が

、

そ

の
他

、

蒙

古

語

の

、

"
囲

む

"

こ

と

を

表

す

語

、

、畧

鬥
ぐ
8

～

犀
時

お
①
⇒
.
の

、

、貯
自
ユ
、
、
又

、

通

古

斯

諸

語

に

お

け

る

、

"
囲

い
"

を

表

す

語

、

例

え

ば

、
国
く
。

、
評
霞

①
.
、
○
同
○
犀
。

.ざ

円
巴
～

ざ

同
①
図
悔

、
ピ
p
日
。

峠
霞

①
、
、

Z
①σq
。

、ざ

ユ
.
ζ
p
。

、評
自

窪

～

ざ

冨
昌
.
等

の

接

頭

語

、

.貯
霞

、
系

と

は

、
音

義

両

面

に

お

い

て
、

酷

似

し

て

い

る

。

一
方

、
中

国

の

歴

史

書

で

あ

る

、

.魏

書

東

夷

伝

高

句

麗

条

に

、

"
溝

婁

者

句

麗

名

城

也

"

と

記

録

さ

れ

て

あ

る

。

つ
ま

り

、

"
溝

婁

(
ざ

毎

)

は

、

城

な

り

"

で

あ

ろ

う

。

そ

れ

で

、

学

者

に

よ

っ

て

は

、

こ
れ

を

、
満

洲

語

の

、

.σq
霞

茸

.
(
国

)

に
比

定

さ

れ

る

こ

と

も

あ

り

、

日

本

語

の

、

.評
o
ho
臣

(
郡

)

に

、

或

い

は

、
韓

国

語

の
、

.犀
Φ
昼
Φ
㌦

(
郡

)

に
も

比

定

し

て

い

る

。

又

、

一
方

、

上

古

漢

語

(
或

い

は

、
東

夷

語

か

)

に

お

い

て

も

、

"
囲

い

"

を

表

す

語

を

調

べ

て

見

る

と

、

次

の
よ

う

な

言

葉

が

あ

る

。

上

古

漢

語

の

分

類

法

に

従

っ
て
分

類

す

る

と

、
先

ず

、
陰

類

に

、
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①

。

回

一σq
≦
曾

(
内

・
○
げ
)

O
汀
周

法

高

。

以

下

同

じ

。

②

。
囗

助
甘

霞

(
〉
)

レ
"藤

堂

明

保

。

以

下

同

じ

。

陽

類

に

、

①

。
郡

"σq
尋

①
コ

(
臼
・
囚
)

②

。
圏

一匠
妻
①
昌

(
日
)

入

類

に

、

①

。

国

涛
≦
①
評

(
臼
・
囚
)

ざ

①
犀

(
》
)

の

よ

う

な

言

葉

が

あ

る

。

こ

こ

で

、
陰

類

の

言

葉

を

、

ち

ょ

っ
と

、

考

え

て

見

よ

う

。

"
回

"

は

、
小

さ

い

囲

い

の
外

側

に

、
大

き

い

囲

い
を

描

い

た

象

形

文

字

で
あ

る

。

囚
。

と

、

日
。

は

、

こ

の

"
回

"

の
上

古

音

を

、

.σq
≦
曾
、
と

再

構

し

て

い

る

。

こ

れ

は

、

正

に

、

日
本

語

の

岸
霞

气

と

か

、

、σq
ζ
歪

.
、

或

い

は

、
韓

国

語

の

.ざ

臣

.
に
酷

似

さ

れ

て

い

る

の

が

見

ら

れ

る

一
方

、

通

古

斯

語

諸

語

の

、評
自

.
系

の
諸

語

と

も

相

似

て

い

る

。

又

、

"
口

"

は

、

"
囲

い

"

そ

の
も

の
を

表

す

象

形

文

字

で

あ

る

。

そ

れ

と

、

〉
。

の
再

構

音

が

、

訪
甘
曾

に

な

っ
て

い

る

が

、

喉

頭

音

で

あ

る

、

頭

子

音

、

.
『

は

、

そ

の

響

き

が

、

軟

ロ
蓋

音

の

.σq
、
或

は

、

.≦
、
と

似

て

い

る

点

ら

を

考

慮

す

る

と

、

こ

の

田

二
①
困

も

、

"
回

"

の
音

、

.σq
≦
霞

.
に

近

い

音

韻

で
あ

ろ

う

こ
と

が

伺

わ

れ

る

。
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次

に

、
陽

類

の

"
郡

"

で

あ

る

が

、

こ

の
文

字

は

、

君

主

(
君

)

が

、

"
四

方

に

巡

っ

て

、

民

衆

に
号

令

す

る

"

と

言

う

意

味

を

表

し

て

い

る

こ

と

で

、

一
種

の

"
巡

り

(
圓

)

"

を

意

味

し

、

こ
れ

に

、

"
お

お

ざ

と

(
邑

)
"

が

加

わ

っ
て

、

或

る

"
円

形

の
区

画

"

を

表

し

て

い
る

。

又

、

"
軍

"

は

、

"
外

側

"

を

取

り

巻

く

、

"

(
と

り

ま

く

)
"

+

"
車

"

の

会

意

文

字

で

あ

る

が

、

古

代

の
戦

争

は

、
車

で

、

圓

陣

を

成

す

の

が

一
般

の

や

り

か

た

で

、

"
軍

"

は

、

一"
圓

陣

"

を

表

し

て

い

る

こ
と

が

わ

か

る

。
例

え

ば

、

"
量

"

が

、

薄

曇

っ
た

日

の

太

陽

と

月

の

ま

わ

り

の

"
円

線

"

を

表

し

て

い

る

こ
と

か

ら

も

、

そ

の
意

味

を

伺

う

こ
と

が

で
き

る

で
あ

ろ
う

。

次

に

、
入

類

の

"
国

"

と

言

う

字

で

あ

る

が

、

"
国

"

は

、

或

る

"
囲

い

(
ロ

一
区

画

)
"

を

、

"
ほ

こ

(
戈

)

で
守

る

領

域

"

と

言

う

こ

と

を

表

し

て

い

る

の

で
、

こ
れ

も

、

"
圓

形

(
区

画

)
"

を

表

し

て

い

る

。

以

上

の
、

上

古

漢

語

(
或

い

は

、
東

夷

語

か

)

の

、
各

類

に

お

け

る

、

"
囲

い

(
圓

形

)
"

を

表

す

語

を

調

べ

て
見

た

が

、

陰

類

の

"
回

"σq
妻
曾
"

、

"
□

訪
ど
曾
"

が

、

前

述

の

、

諸

言

語

が

表

す

、

峠
霞

.
系

と

、

そ

の

音

義

が

、

ほ

ぼ

、

似

て

い

る

よ

う

に

見

え

る

。

結

局

、

こ

の

.
囲

い

・

回

転

.
を

表

す

、

、評
霞

.
を

語

幹

と

す

る

、

こ

の

言

葉

は

、

黄

河

下

流

地

帯

か

ら

満

洲

、

朝

鮮

半

島

、

日
本

列

島

に

至

る

ま

で
、

幅

広

く

、

使

わ

れ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

で
あ

ろ

う

。

で

は

、

一
体

、

"
囲

い

・
回

転

"

を

表

す

、

爵
霞

.
系

の

、

こ

の

よ

う

な

言

葉

の

根

元

は

、

ど
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ち

ら

の
言

語

で
あ

ろ

う

か

。
今

の
と

こ

ろ

、

こ

の

問

題

の
解

答

は

、

難

し

い

こ

と

と

思

わ

れ

る

が

、

そ

れ

は

と

も

か

く

、

こ

の
よ

う

な

現

象

は

、

大

ま

か

に

言

う

と

、

人

類

の

移

動

と

、

そ

れ

に
伴

う

接

触

に
因

っ
て

拡

が

る

、

一
般

的

な

現

象

と

言

え

よ

う

。

筆

者

の

推

測

で

は

、
特

に

、

日
本

語

の
中

に

は

、

こ

の

.内
o
残

系

の

よ

う

な

単

語

が

数

多

く

潜

め

ら

れ

て

い
る

と

思

う

一
方

、

こ

の

よ

う

な

単

語

を

考

察

す

る

文

献

資

料

と

し

て

は

、

何

よ

り

も

、
甲

骨

文

字

、

或

い

は

、
上

古

漢

語

の

諸

資

料

で

あ

ろ

う

と

信

じ

る

。

こ

の
問

題

の
発

展

に

つ

い

て

は

、

今

後

の
研

究

に

任

せ

る

べ

き

で

あ

る

が

、

こ

こ

で

、

確

認

し

て

お

き

た

い

こ
と

は

、

魏

書

東

夷

伝

の
.高

句

麗

条

で
あ

る

。

"
溝

婁

者

句

麗

名

城

也

"

つ
ま

り

、
高

句

麗

語

で

、

"
溝

婁

は

、

城

"

と

名

乗

る

な

り

。

の

"
城

"

は

、

一
体

、

何

を

指

し

て

い

る

の

で
あ

ろ

う

か

。

歴

史

、
考

古

学

の
考

察

に

よ

る

と

、
昔

の
大

陸

の
城

は

、

日

本

の

城

の

如

く

、

建

築

物

で

は

な

く

て

、
主

に

、
山

城

で
あ

る

。

敵

の

来

襲

を

よ

り

よ

く

防

ぐ

た

め

の

、

天

然

的

な

地

域

を

選

ん

で
、

そ

こ

に
地

所

を

作

り

、
政

治

を

司

り

な

が

ら

、

国

民

を

保

護

す

る

と

言

う

、

こ

の

よ

う

に

、

政

治

的

、
地

域

的

中

心

地

に

な

っ
て

い

る

の
が

、

一
般

的

な

城

の
模

様

で

あ

る

。

従

っ

て

、

高

句

麗

語

の

、

こ

の

"
溝

婁

"

と

言

う

"
城

"

は

、

か

な

り

広

範

囲

の

地

域

を

指

し

て

い

る

と

思

わ

れ

、

つ
ま

る

と

こ

ろ

、

.ざ

蕁

(溝

婁

)

、
は

、

一
種

の
広

範

囲

の

"
囲

い

"

を

表

し

て

い
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る

と

推

測

さ

れ

る

。

こ

の

よ

う

に

解

釈

す

る

場

合

、

高

句

麗

語

の

"
溝

婁

(
ざ

蕁

)

"

と

言

う

言

葉

は
・、

日

本

語

の

"
囲

い
"

を
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す

.犀
霞

〒
≦
9

(
廓

)

、
の

、ざ

歪

、
と

、

何

か

、

親

近

関

係

が

あ

る

よ

う

に

推

測

さ

れ

る

の

で
あ

る

が

、

明

解

は

、

今

後

の
考

察

に

期

待

し

て
見

る

こ

と

で
あ

ろ

う

。

一22一



***発 表 を終 え て***

今回の発表会で、筆者を感動させたふたっの事実があ

る。それらを紹介すると、先ず、予想以外の聴衆数と、

このフォー一ラムにおける聴衆の熱意であり、もう一っは、

筆者の論文をまとめた"原 始韓日語研究"(東 国大出版

部刊)と いう筆者の本を或 る聴衆のひとりがお持ちになっ

て、筆者の発表を聴講 しているその熱心 さである。

今 日の学界では、日本語 の起源に関する研究 は、停滞

されたまま、途方にくれている状態であるに反 し、日本

の国民のあいだには、日本 に関する根源の問題について、

多大の関心を持 っていると言われている。発表後、さっ

そく筆者の本をお持ちの方 と話を交わして始めてわかっ

たのであるが、その方は、旅館を経営 している方であっ

た。 しか しなが ら、韓国語及び、漢字に関する学問的知

識の レベルは相当であることが話を交わ している中で気

づかれた。

日文研のこのようなフォーラムを先頭に、今後の日本

文化に関する研究は、実 に、希望に溢れるであろうと思

われる。それはこのたびの発表を終えて始あて感 じた率

直な筆者の感想である。

一23一





日文研 フォー ラム開催一覧

回

〆

年 月 日

丶

発 表 者 ・ テ ー マ

i
62.10.12

(1987)

アレッサン ドロ ・バ ロータ(ピ サ大学助教授)

AlessandroVALOTA

「近代 日本 の社会移動 に関す る一、二 の考察」

2
62.12.11

(1987)

エ ンゲルベル ト・ヨリッセン(日 文研客員助教授)

EngelbertJORIﾟEN

「南蛮 時代 の文書 の成立 と南蛮学 の発展」

0
63.2.19

(1988)

リーA.ト ンプ ソン(大 阪大学助手)

LeeA.THOMPSON

「大相撲 の近代化」

4
63.4.19

(1988)

フォスコ ・マ ライー二(日 文研客員教 授)

FoscoMARAINI

「庭 園に見 る東 西文明のちがい」

⑤
63.6.14

(1988)

宋 彙七(慶 北大学校師範大学副教授)

SONGWhiChil

「大塩平八郎研究の問題点」

6
63.8.9

(1988)

セ ップ ・リンハル ト(ウ ィー ン大学教授)

SeppEINHART

「近世後期 日本 の遊 び一拳を中心 に一」

0
63.10.11

(1988)

スーザ ンJ.ネ イ ピア(テ キサス大学助教授)

SusanNAPIER

「近 代 日本小説 における女性像 一現実 と幻想 一」
,凾

⑧

㌧

63.12.13

(1988)

ジェームズC.ド ビンズ(オ ベ リン大学助教授)

JamesC.DOBBINS

「仏教 に生 きた中世 の女性 一恵信尼 の書簡 一」
ノ



〆 丶

厳 安生(北 京外国語学院日本語学部助教授)

0
元.2.14

(1989)

YANAnSheng

「中国人留学生 の見 た明治 日本」

劉 敬文(遼 寧大学日本研究所副所長)

0
元.4.11

(1989)

LIUJingwen

「教育投 資 と日本 の戦 後経済高度成長」

スザンヌ ・ゲイ(オ ベ リン大学助教授)

0
元.5.9

(1989)

SuzanneGAY

「中世京都 にお ける土倉酒屋 一都市社会の自由とその限界一」

夏 剛(京 都工芸繊維大学助教授)

0
元.6.13

(1989)

HSIAGang

「イ ン タ ビ.7."'_・ ノ ン フ ィ ク シ ョ ンの 可 能 性 一猪 瀬

直樹著『日本凡人伝』を手掛 りに一」

エルンス ト・ロコバ ント(東 洋大学助教授)

OO
元.7.11

(1989)

ErnstLOKOWANDT

「国家神道 を考え る」

キム ・レーホ(ソ 連科学 アカデ ミー ・世界文学研究所教授)

14
元.8.8

(1989)

KIMRekho

「近代日本文学研究の問題点」

ハル トムー トO .ロ ーターモン ド(フ ランス国立高等研究院

15
元.9.12

(1989)

教 授)

HartmutO.ROTERMUND

「江戸末期 における疱瘡神と疱瘡絵の諸問題」

汪 向榮(中 国中日関係史研究会常務理事 ・日文研客員

⑯
元.10.3

(1989)

教 授)

WANGXiang-rong

「弥生時期日本に来た中国人」

ジェフ リー ・ブロー ドベ ン ト(ミ ネソタ大 学助教授)

17

一
兀.11.14

(1989)

JeffreyBROADBENT

「地域開発政策決定過程を通 してみた日米社会構造の比較」
㌧ ノ



⑱

r

一
兀.12.12

(1989)

1

エ リック ・セズ レ(フ ランス国立科学研 究所助教授)

EricSEIZELET

「日本の国際化 の展 望 と外 国人労働者問題」

19
2.1.9

(1990)

スミエ ・ジョー ンズ(イ ンディアナ大学 準教授)

SumieJONES

「レトリックと しての江戸 」

⑳
2.2.13

(1990)

カール ・ベッカー(筑 波大学哲学思想学系外国人教師)

CarlBECKER

「往生 一日本の来生観 と尊厳死の倫理」

⑳
2.4.10

(1990)

グラン トK.グ ッ ドマ ン(カ ンザス大学教授 ・日文研客

員教授)

GrantK.GOODMAN

「忘 れ られた兵士 一戦争中 の日本 に於 けるイ ン ド留学生」

22
2.5.8

(1990)

イアン ・ヒデオ ・リー ビ(ス タンフォー ド大学準教授 ・

日文研客員助教授)

IanHideoLEVY

「柿本人麿 と日本 文学 における『独創性』につ いて」

23
2.6.12

(1990)

リヴィア ・モネ(ミ ネソタ州立大学助教授)

LiviaMONNET

「村上春樹:神 話の解 体」

⑳
2,7.10

(1990)

李 国棟(北 京連合大学外国語師範学院 日本語学部講師)

LIGuodong

「魯迅の悲劇 と漱石の悲劇一文化伝統か らの一考察一」

25
2.9.11

(1990)

馬 興国(遼 寧大学 日本研究所副所長 ・日文研客員助教授)

MAXing-guo

「正月の風俗一中国と日本」

2.10.9

(1990)

ケネス ・クラフ ト(リハイ大学助教 授)

KennethKRAFT

「現代 日本 にお ける仏教 と社会活動」
ノ



2.11.13

(1990)

、

アハマ ドM.フ ァ トヒ(カ イロ大学講師)

AhmedM.FATTHY

「義経文学 とエ ジプ トのべーバルス王伝説 における主従関係

の比較」

⑬
3.1.8

(1991)

カレル ・フィアラ(カ レル大学 日本学科長 ・日文研客員

助教授)

KarelFIALA

「言語学か らみた「平家物語 ・巻一』の成立過程」

29
3.2.12

(1991)

アレクサ ン ドルA.ド ー リン(ソ 連科学 アカデ ミー東洋学

研究所上級研究員)

AleksandrA.DOLIN

「ソ ビエッ トの 日本文学翻訳 事情 一古典 か ら近代 まで一」

30
3.3.5

(1991)

ウイーべP.カ ウテル ト(ワ ーゲニ ンゲ ン大学研究員)

WybeP.KUITERT

「バ ロック ・ヨーロッパの 日本庭 園情報
一ゲオルグ ・マイステルの旅一」

⑳
3.4.9

(1991)

ミコワイ ・メ ラノヴィッチ(ワ ル シャワ大学教授 ・日文

研客員教授)

MikoiajMELANOWICZ

「ポー ラン ドにおける谷崎潤一郎文学」

32
3.5.14

(1991)

ベア トリスM .ボ ダル ト・ベイ リー(オ ース トラ リア国立

大学 リサーチ フェロー ・日文研客員助教 授)

BeatriceM.BODART-BAILEY

「三百年前 の京都 一ケンペルの上 洛記録 」

⑳
3.6.11

(1991)

サ トヤB.ワ ルマ(ジ ャワハルラール ・ネール大学教授 ・

日文研客員教授)

Satya.B.VERMA

「イ ンドにおける俳句」

43

㌦

3.7.9

(1991)

ユルゲ ン・ベル ン ト(フ ンボル ト大学教授 ・日文研客員教授)

J�genEERNDT

lド イッ統 合 とベル リンにおける森 鴎外記 念館」
ノ



53

!

3.9.10

(1991)

、

ドナル ドM.シ ーキ ンス(琉 球大学助 教授)

DonaldM.SEEKINS

「忘 れられたアジアの片隅 一50年 間の日本 と ビルマの関係」

36
3.10.8

(1991)

王 曉平(天 津:師範大学助教授 ・日文研客員助教授)

WANGXiaoPing

「中国詩歌における日本人のイメージ」

⑳
3.11.12

(1991)

辛 容泰(東 国大学校文科大学教授・日文研来訪研究員)

SHINYong-tae

「日本語の起源
一日本語・韓国語・甲骨文字 との脈絡を探る一」

83

丶

3.12.10

(1991)

洪 潤植(東 国大学校教授)

HONGYoonSik

「古代日本佛教における韓国佛教の役割」
ノ

○は報告書既刊
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1992年9月10日

国際 日本文化研究 セ ンター

京都市西京 区御 陵大枝 山町3-2

電話(075)335-2048

国際 日本 文化 研究セ ンター

管理部 ・研 究協 力課
***

国際日本文化研究センター





■ 日時

1991年11月12日

午後2時 ～4時

■ 場所

国際交流基金 京都支部
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